
講習会 宅地の災害耐力カルテ 

～自分の宅地は自分で守る～ 
 

 

 

日時 令和 6 年 9 月 10 日（火） 14：00～17：00 

会場 広島商工会議所 307 会議室 

主催 (一社)広島県建築士事務所協会 

特別協賛 新日本建設（株） 

後援 (公社)広島県建築士会、(公社)広島県宅地建物取引業協会、(公社)全日本不動産協会広島県本部、 

広島欠陥住宅研究会 

講師 株式会社WASC基礎地盤研究所 高森 洋氏 

会費 協会会員 1,500 円、後援団体 2,000 円、一般 3,000 円（レジュメ付） 

別売りテキスト 550 円（予定） 

定員 先着 60 名 

CPD 3 単位申請中 

概要 「宅地の災害耐力カルテ」とは宅地所有者自らが診断し、災害時の耐力程度を認識し、予め 

備える（自助）のためのツールで、自然災害時の安全性に関心を持っておられる宅地所有者が、

自ら診断して大まかな危険度のチェックができる診断ツールです。今回はその講習会を行います。 

 

※「宅地の災害耐力カルテ」の詳細については裏面でご確認ください。 

 

申込書 

氏名  

事務所名  

所属団体名 ・建築士事務所協会   ・一般 

・協賛団体（宅地建物取引業協会・全日不動産協会・建築士会・欠陥住宅研究会）     

電話番号  FAX 番号  

CPD 番号 （該当者のみ） 

 

FAX 送信先  (一社)広島県建築士事務所協会事務局  FAX 番号 082-221-8400 

       担当：大木、長谷川 

       電話番号 082-221-0600 

 

                                    詳細は裏面にて 



㈱WASC基礎地盤研究所が提唱する「宅地の災害耐力カルテ」とは 
 

「宅地の災害耐力カルテ」とは宅地所有者自らが診断し、災害時の耐力程度を認識し、予め備える（自助）の

ためのツールで、自然災害時の安全性に関心を持っておられる宅地所有者が、自ら診断して大まかな危険

度のチェックができる診断ツールです。今回はその講習会を行います。 

 

   1）対象とする自然災害 

    災害の誘因については言及せず、①土砂災害、②豪雨による浸水、③液状化被害と住宅の傾き、 

    ④擁壁・石垣の倒壊、⑤道路に面したブロック塀の倒壊の 5項目としました。 

   2）診断基準 

    国土交通省並びに日本建築学会から具体的に公表されているマニュアルや指針がある場合にはそ 

れらを参考にして、ない場合は様々な資料を参考にしながら、弊社が今まで被災地で得た知見や経験

に基づき独自に作成しました。 

   ３）公的指導、助言 

    一般社団法人建築研究振興協会の委員会において指導、助言をもらい作成し、令和 5年 12月に 

技術評価書を取得しました。 

 

宅地の危険性を危惧した所有者あるいは所有者から診断を委託された診断者が実施します。 

診断者については、WASCが開催する講習会の受講者が望ましいですが、その限りではありません。 

  

 


